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19世紀のフランスに生まれた「比較文学」という学問はすでに150年ほどの歴史を擁
し、日本においても戦後、東京大学に初めて大学院組織が設置されて以降、70年以上の
学問的歴史の中でつねに、「学際研究」の最先端の実験場としての役割を果たしてきた。

いまや「学際的」と呼ばれる視座や方法は人文研究では一般的だが、それでもなお
「比較文学比較文化」固有の領域やアプローチは存在するのだろうか。そしてこの学問
名（やそれに類する）学部、学科、講座、授業はいまや全世界で多数展開されているが、
その教育体制や内容はどのような役割を果たしているのだろうか――。

本研究ではそれを具体的に知るために、従来人文研究では馴染みの深い文献調査だけ
でなく、今回初めて社会調査の実施に取り組んだ。具体的には、日本および韓国の「比
較文学比較文化」関連科目のシラバスを網羅的に収集してその傾向を分析。それにもと
づき日本における関連科目担当教員に対して質問紙調査を実施することで、現場の声も
徹底的に収集した。

今回のセミナーでは終わったばかりの社会調査の概要と結果を検討し、どのような研
究と教育の「環境」が浮かび上がってきたのかを明らかにする。これまでに類例がない
こうした調査を通じて「比較研究」の理論を再構築し、とりわけ「学問と教育の相互作
用」についての新たな知見を得ることによって、今後のより充実した大学、大学院教育
に資することを最終の目的としたい。〔使用言語：日本語〕


